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今回の市民大学講座は， 1 年間を春（ 4 ～ 7







































































































































































































































図表 5 － 3 には，各コースの出席率が示され
ている。図表を見てもわかるように，卓球コー
スが一番良く79.7％，次いで運動不足解消コー
ス（木）の69.7%，運動不足解消コース（水）
の63.6％の順となっている。卓球コースの受講
生の方々は，天候に左右されることなく出席さ
れていたが，運動不足解消コースの受講生の
方々は，天候に左右されていた面も多い。また，
卓球コースの受講生の方々の出席が良いのは，
ほとんどの方々が継続者であることが一つの理
由としてあげられる。
最後に，一人ではできない運動内容である。
自分に合った運動を継続することによって，健
康・体力づくりの維持増進に繋がっていくと考
えている。したがって，長く継続することが大
事である。
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図表 ₅－ ₁．男女別構成比
107龍・流連携事業，春の「市民大学講座」運動不足解消コース・卓球コース報告書
図表 ₅－ ₂．年代別構成比
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図表 ₅－ ₃．各コースの出席率
